











































































































































































































































合計 319（100．0） 363（100．0）362（100．0） 449（100．0）
　　　企業規模：レイトの算定評価額（£）　小規模：1－150
　　　中規模：151－500　大規模：501－1，500　巨大規模：1，　500以上
（出典：R．Lloyd－Jones　and　M．　J．　Lewis，　R．　Lloyd－Jones　and　M．　J．　Lewis，‘Personal　Capitalism　and
British　Industrial　Decline：　Personally　Managed　Firm　and　Business　Strategy　in　Sheffield，
1880－1920’，　Business　History　Re　view，　Vo1．68，　No．3，　1994，　P．366）
帝国内の市場を確保したとはいえ、それはかなりの痛手であった。しかし、表1の工場数の推移をみる
ならば、1890年前後の数字が不明とはいえ、その後の発展はかなり厳しい局面はあったにしろ、順調だ
ったといえるのではないだろうか18。そしてこの発展の主体こそ、高級品分野にその活路をみいだした小
規模な同属企業の集合体であったのである。
　もちろん、同族企業にまつわる弱点も存在する。社内に存在する有能な人材が、他の大企業から破格
の待遇で引き抜きがおこなわれた場合、その人材を社内に引き留めておくためにも、経営内部に重役と
して迎え入れるかどうかを検討する際には、どうしても同族支配にこだわる傾向がみられる19。企業を大
規模化し、官僚的な経営組織を構築する場合には、どうしても同族支配がネックとなる。しかし、それ
は企業の最終目標を市場価値の最大化、市場占有率の最大化、利潤の最大化に求めた場合のことである。
地域に根づき、地域の雇用をまもり、永続的な企業経営を経営者の目のとどく範囲内で実現しようとす
るなら、同族企業という企業形態はなんら経営上の弱点とはならないであろう。多くのシェフィールド
の特殊鋼メーカーは、ニッチ市場をみいだし、緻密なマーケティング活動によって対顧客情報を蓄積し、
高級品・特殊品に特化することで生き残りをかけたのであった20。
　こうした高級品・特殊品の市場には、まがいもの・にせものが侵入してくることは常である。有名な
メーカ・一一一のトレードマークを模倣した製品、不均質な材質の鋼でつくられた刃物、果ては鋳物でつくら
れた刃物にいたるまで、高級品であればこそ、それだけ多くのまがい物が市場に氾濫してくる。こうし
た状況は17世紀前半より問題となっており、シェフィールドでは1624年にすでにトレードマークの登録
18R．　Lloyd－Jones　and　M．　J．　Lewis，　　‘Personal　Capitalism　and　British　Industrial　Decline：The
Personally　Managed　Firm　and　Business　Strategy　in　Shθfield，　1880－1920’　，　Business　History　Rθvゴew，
Vo　1．68，　No．3，　1994，　PP．371－373．
19@fbid．，　pp．377－379．
20@fbid．ノ　pp．380－392．
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制が実施されている21。まがいもの・にせものの氾濫は、シェフィールドの鉄鋼製品に限ったことではな
いようで、イギリスでは19世紀後半より、多くのトレードマーク保護法案がその調査報告書とともに議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛会に提出されている22。産業革命を代表する綿工業が、産業規制をのがれた農村のファスチャン工業を基
礎とし、機械の導入による未熟練工の雇用によって規格品の大量生産へと向かったのに対し、シェフィ
ールドの鉄鋼業は、低賃金基盤を基礎とする農村工業的な部分は19世紀をつうじて執拗な残存を続ける
ものの、20世紀初頭における社会立法の整備の過程でその存立基盤を失っていく一方、高級品・特殊品
生産の部分は、再びギルド的な産業規制を求める方向に向かったともいえる23。もちろん、低賃金基盤の
消滅には景気後退期等において執拗な抵抗圧力がかかり、長い年月を要したことも事実であるが、20世
紀をつうじてシェフィールドの名声を維持した高級品生産の分野は、熟練職人による技術の積み重ねの
上にはじめて可能となる産業分野であった24。小規模な同族企業として経営を維持していくためには、法
や制度による差別化の保障が必要であったのである。
N　おわりに
　産業としての重要性を、企業規模や生産量、市場占有率で推し量ろうとするならば、シェフィールド
の鉄鋼産業は、軍需部門を除いてきわめて弱小で脆弱な産業であったという評価しか提出されないであ
ろう。しかし、技術的な発展や長期に渡る中小企業の存続、地域と産業との係わり等を考慮するならば、
シェフィールドの鉄鋼産業には違った角度からの評価が必要のように思われる。技術の発展は巨大な軍
需産業部門で開発されたものが、中小の工場に一般化されたという見方もできるかもしれない。しかし、
シェフィールド鉄鋼業のそもそもの基盤は平和産業にあったのであり、そこにおける熟練の蓄積をつう
じてはじめて、ヴィッカース等の先端軍需部門の技術開発が可能とされたとは考えられないであろうか。
研究所は頭脳と資金さえあれば、どこででも先端技術の開発ができる。しかし、それを基礎として実際
に物を作り、加工していくのは、熟練に裏打ちされた人間の日々の労働である。シェフィールドの中小
の同族企業は、その営みを何世紀にもわたって続けてきた。その姿は、円高不況に苦しみ、人手不足や
後継者不足に悩みながらも、したたかに事業を継続してきた多くの日本の伝統産業・産地産業にも重ね
合わせることができる。技術の伝承、事業の継承とは、こうした数字ではあらわせない生身の人間によ
る、日々変わることのない生業の積み重ねの上にはじめて可能となるものである。
　チョーサーの時代より続いてきたシェフィールドの刃物工業は、1970年代にはいまだその命脈をたも
21Tweedale，　op．　cit．，　PP．58－59．
22@Parliamentary　Papers，　1862，　VoL　xii，　Trade！ifarks　Bゴ11∂’～oF　Met℃hanゴise　Marks　Bi11。　Sel．　Cttee．　Rep．，　Mins．
of　ev・，　etc・；　1875，　VoL，　xiv，　Regゴ5亡ra　tio／10f　Trade　Uarksβゴ11　［HL．］．　Sel．　Cttee．　Rep．，　etc．；　1887，　Vo1．　x，
〃∂rchandise”arks　Act　rン862り　Amendme／lt　Bゴ11・　Se1．．Cttee．　Special　Rep．，　mins．　of　ev．，　etc．；　1890，　Vo1．　xv，
”「erchandise　Marks！4cち　1887．　SeL　Cttee．　Rep．，　mins．　of　ev．，　etc．；　1895，　Vol．　xii，　Ue1℃h∂ndise　Marをs　O『ゴヱθ5ノ
βゴ11・　Se1・　Cttee・　Repり　mins．　of　ev．，　etc．；　1897，　Vo1．　xi，　〃brcha〃dise　Marks」　Se1．　Cttee．　Rep．，　mins．　bf　ev．，
etc．．
23@Pollard，　oρ．　oゴt，，　PP，135－139；　R．　Lloyd－Jones　and　M．　J．　Lewis，　oρ，　cit．，　PP，404－405．
24R．　Lloyd－Jones　and　M．　J．　Lewis，　op．　of乙，　PP．400－401．
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っていたようであるが、その後急速に消滅への道をたどりつつある25。日本の多くの伝統産業・産地産業
も、何度となく押し寄せた円高不況は乗り切ったものの、1990年以降、ついにその抵抗力を失ったかの
ごとく、あっけなく消滅への坂道を転がり落ちつつある。人間の熟練を要する産業への軽視が、多くの
先進工業国で基盤技術の空洞化に拍車をかけている。組織の肥大化に辟易し、自由な人間の発想を実現
するために柔軟な生産ネットワークを展望しようとするなら、こうした人間の営みが直接的に企業の営
みへと反映される中小規模の同族企業に、いまいちど評価の目がむけられるべきであろう。新しいパラ
ダイムへの転換が期待されている21世紀はすでにはじまっている。しかし、現実を直視する限り、20世
紀的世界はそのあまりにも巨大な存在感ゆえにいまだ退場する気配はない。きたるべき新しき世紀を冠
した時代に、人間復興の企業経営を実現させるためにも、現在芽吹きつつある若い苗木を大切に育てて
いくことと同時に、大木へと成長する品種ではない背の低い成熟した木々にも、光をあてていかなけれ
ばならないであろう。次代を担う種子が絶えてしまってからでは遅いのである。
（くまざわ　よしあき）
25@Tweedale，　op．　oit．ノ　PP．1－7．
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